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(57)【要約】
【課題】コストを低減することが容易な太陽電池照明シ
ステムを提供する。
【解決手段】照明装置１は、太陽電池シート３と、太陽
電池シート３により発電された電力を充電する蓄電池Ｂ
と、発光する発光部４と、太陽電池シート３の発電量を
検出する発電量検出部３１と、蓄電池Ｂに充電された電
力に基づいて、１周期内に５０ｍｓｅｃに満たない消灯
期間を含む周期で周期的に発光部４を点滅させる発光制
御部２１とを備え、発光制御部２１は、消灯期間内に発
電量検出部３１によって検出された発電量が、予め設定
された消灯基準値に満たない場合、点滅を継続させ、消
灯基準値を超える場合、点滅を停止させて発光部４を消
灯させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽電池と、
　前記太陽電池により発電された電力を充電する蓄電池と、
　発光する発光部と、
　前記太陽電池の発電量を検出する発電量検出部と、
　前記蓄電池に充電された電力に基づいて、１周期内に５０ｍｓｅｃに満たない消灯期間
を含む周期で周期的に前記発光部を点滅させる発光制御部とを備え、
　前記発光制御部は、前記消灯期間内に前記発電量検出部によって検出された発電量が、
予め設定された消灯基準値に満たない場合、前記点滅を継続させ、前記消灯基準値を超え
る場合、前記点滅を停止させて前記発光部を消灯させる太陽電池照明システム。
【請求項２】
　前記点滅の周波数は、１００Ｈｚ以上である請求項１記載の太陽電池照明システム。
【請求項３】
　前記発光制御部は、前記点滅を停止させて前記発光部が消灯している期間内に、前記発
電量検出部によって検出された発電量が、前記消灯基準値以下の点灯基準値に満たない場
合、前記点滅を開始させる請求項１又は２に記載の太陽電池照明システム。
【請求項４】
　前記蓄電池に充電された電力に基づいて動作する電気装置と、
　前記蓄電池の残量を検出する残量検出部と、
　前記電気装置と前記発光部とのうち、少なくとも一つに対応して、残量基準値を記憶す
る記憶部と、
　前記蓄電池の残量が、前記残量基準値に満たないとき、前記少なくとも一つに対する前
記電力の供給を強制的に停止させる電力供給制御部とをさらに備える請求項１～３のいず
れか１項に記載の太陽電池照明システム。
【請求項５】
　前記電気装置は、カメラ、温度計、湿度計、風向計、風速計、日照計、雨量計、測位装
置、姿勢センサ、表示装置、移動体通信装置、移動体通信とは異なる無線通信装置、及び
前記無線通信装置を広域通信網に中継する中継装置のうち、少なくとも一つを含む請求項
４記載の太陽電池照明システム。
【請求項６】
　略棒状の支柱をさらに備え、
　前記発光部は、前記支柱の先端近傍に取り付けられ、
　前記太陽電池は、前記支柱の外周に巻回されている請求項１～５のいずれか１項に記載
の太陽電池照明システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽電池を備えた太陽電池照明システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、太陽電池を備えた街灯装置が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
特許文献１に記載の街灯装置は、照度センサを備え、照度センサからの信号により点灯及
び消灯を制御している。これにより、暗くなったら街灯を点灯し、明るくなったら街灯を
消灯するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－４２０５２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１に記載の街灯装置は、街灯の点灯を制御するために、照度センサ
を必要とする。このような照明装置のコストをさらに低減したいというニーズがある。
【０００５】
　本発明の目的は、コストを低減することが容易な太陽電池照明システムを提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る太陽電池照明システムは、太陽電池と、前記太陽電池により発電された電
力を充電する蓄電池と、発光する発光部と、前記太陽電池の発電量を検出する発電量検出
部と、前記蓄電池に充電された電力に基づいて、１周期内に５０ｍｓｅｃに満たない消灯
期間を含む周期で周期的に前記発光部を点滅させる発光制御部とを備え、前記発光制御部
は、前記消灯期間内に前記発電量検出部によって検出された発電量が、予め設定された消
灯基準値に満たない場合、前記点滅を継続させ、前記消灯基準値を超える場合、前記点滅
を停止させて前記発光部を消灯させる。
【０００７】
　この構成によれば、発光部が消灯している消灯期間内に発電量検出部によって検出され
た発電量が、消灯基準値に満たず暗い場合に点滅を継続させ、消灯基準値を超えて明るい
場合に点滅を停止させて発光部を消灯させるので、発光部の光で太陽電池が発電する影響
を排除して、外部環境の明るさに応じて発光部の発光を制御することができる。また、１
周期内の消灯期間が５０ｍｓｅｃに満たないので、人間の目では消灯したことが知覚され
ない。従って、特許文献１に記載されているような照度センサを備える必要が無いので、
コストを低減することが容易である。
【０００８】
　また、前記点滅の周波数は、１００Ｈｚ以上であることが好ましい。
【０００９】
　この構成によれば、ほぼ、ちらつきのない安定した光を出力することが可能となる。
【００１０】
　また、前記発光制御部は、前記点滅を停止させて前記発光部が消灯している期間内に、
前記発電量検出部によって検出された発電量が、前記消灯基準値以下の点灯基準値に満た
ない場合、前記点滅を開始させることが好ましい。
【００１１】
　この構成によれば、外部環境が明るくなって発光部を消灯させた後、再び夜になるなど
して暗くなり、太陽電池の発電量が点灯基準値を下回ると、発光部の点滅を開始させるこ
とができる。
【００１２】
　また、前記蓄電池に充電された電力に基づいて動作する電気装置と、前記蓄電池の残量
を検出する残量検出部と、前記電気装置と前記発光部とのうち、少なくとも一つに対応し
て、残量基準値を記憶する記憶部と、前記蓄電池の残量が、前記残量基準値に満たないと
き、前記少なくとも一つに対する前記電力の供給を強制的に停止させる電力供給制御部と
をさらに備えることが好ましい。
【００１３】
　この構成によれば、蓄電池の残量が減少したとき、電気装置と発光部の優先順位に応じ
て設定された残量基準値に基づき、優先順位の低い方を停止させて消費電力を減少させ、
他方の動作時間を延ばすことができる。
【００１４】
　また、前記電気装置は、カメラ、温度計、湿度計、風向計、風速計、日照計、雨量計、
測位装置、姿勢センサ、表示装置、移動体通信装置、移動体通信とは異なる無線通信装置
、及び前記無線通信装置を広域通信網に中継する中継装置のうち、少なくとも一つを含む
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ことが好ましい。
【００１５】
　この構成によれば、蓄電池の残量が減少したとき、カメラ、温度計、湿度計、風向計、
風速計、日照計、雨量計、測位装置、姿勢センサ、表示装置、移動体通信装置、無線通信
装置、及び中継装置のうち、少なくとも一つについて、対応する残量基準値に応じて電力
供給の有無を制御することができる。
【００１６】
　また、略棒状の支柱をさらに備え、前記発光部は、前記支柱の先端近傍に取り付けられ
、前記太陽電池は、前記支柱の外周に巻回されていることが好ましい。
【００１７】
　発光部が支柱の先端近傍に取り付けられ、太陽電池が支柱の外周に巻回されている太陽
電池照明システムは、太陽光発電により発電された電力で照明を行う照明として好適であ
る。
【発明の効果】
【００１８】
　このような構成の太陽電池照明システムは、コストを低減することが容易である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る照明装置の構成の一例を示す側面図である。
【図２】図１に示す照明装置の電気的構成の一例を示すブロック図である。
【図３】発光部の点滅周期の一例を示す波形図である。
【図４】発光部の点滅周波数が１００Ｈｚの場合の一例を示す波形図である。
【図５】記憶部に記憶された残量値テーブルの一例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明に係る実施形態を図面に基づいて説明する。なお、各図において同一の符
号を付した構成は、同一の構成であることを示し、その説明を省略する。図１は、本発明
の一実施形態に係る照明装置の構成の一例を示す側面図である。
【００２１】
　図１に示す照明装置１は、大略的に、支柱２、太陽電池シート３（太陽電池）、発光部
４、カメラ５、機器ユニット６、気象観測ユニット７、及び無線通信ユニット８を備えて
いる。照明装置１は、太陽電池照明システムの一例に相当している。照明装置１は、主に
街灯として用いられる。
【００２２】
　支柱２は、例えば円筒形状を有している。支柱２の基端部には、略フランジ状の脚部９
が設けられている。脚部９を地面に固定することによって、支柱２が地面に立設されるよ
うになっている。支柱２の先端部には、その先端部を覆うように取り付けられたキャップ
状の先端カバー１０と、先端カバー１０から延びる取付部１１とが取り付けられている。
【００２３】
　取付部１１には、発光部４、カメラ５、機器ユニット６、気象観測ユニット７、及び無
線通信ユニット８が取り付けられている。
【００２４】
　太陽電池シート３は、例えば可撓性を有するシート状となっており、支柱２の外周面に
巻回されて取り付けられている。太陽電池シート３としては、例えば株式会社次世代商品
開発研究所製ソーラーシートを好適に用いることができる。なお、太陽電池はシート状に
限られず、種々の太陽電池を用いることができる。
【００２５】
　支柱２の基端部側、人が立って作業しやすい高さ付近に、開口部１２が形成されている
。開口部１２は、脱着可能な蓋体１３によって閉塞されている。蓋体１３を取り外すこと
により、支柱２の内部空間にアクセス可能にされている。支柱２の内部空間には、後述す
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る蓄電池Ｂや制御回路等が収容されている。
【００２６】
　なお、支柱２は、円筒形状に限られず、種々の形状であってよく、筒状でなくてもよい
。支柱２が筒状でなく、内部空間を有さない場合、蓄電池Ｂや制御回路等を収納ボックス
に収納して支柱２の外側に取り付けてもよい。また、支柱２は棒状に限らず、例えばトラ
ス状、板状、あるいは箱状であってもよい。また、太陽電池照明システムは、支柱２を備
えていなくてもよい。例えば電柱や壁面等に、太陽電池シート３、発光部４、蓄電池Ｂ等
の構成部材が配設されて、太陽電池照明システムが構成されていてもよい。
【００２７】
　図２は、図１に示す照明装置１の電気的構成の一例を示すブロック図である。図１に示
す照明装置１は、太陽電池シート３、発電量検出部３１、ＢＭＳ（Battery Management S
ystem）３２、蓄電池Ｂ、電源３３、発光部４、カメラ５、機器ユニット６、気象観測ユ
ニット７、無線通信ユニット８、制御部２０、スイッチＳＷ０、及び複数のスイッチＳＷ
を備えている。
【００２８】
　機器ユニット６は、ＧＰＳ６１及び姿勢センサ６２を含む。気象観測ユニット７は、気
象に関する情報を取得するセンサとして、温度計７１、湿度計７２、風向計７３、風速計
７４、日照計７５、及び雨量計７６を含む。無線通信ユニット８は、移動体通信装置８１
、無線ＬＡＮ装置８２、及び中継装置８３を含む。
【００２９】
　発電量検出部３１は、太陽電池シート３の発電量として、例えば太陽電池シート３の出
力電力Ｐを検出する。なお、発電量検出部３１は、電力を検出する例に限られず、太陽電
池シート３の出力電流又は出力電圧等、太陽電池シート３の発電量と関連する物理量を、
太陽電池シート３の発電量として間接的に検出してもよい。
【００３０】
　蓄電池Ｂとしては、リチウムイオン二次電池、ニッケル水素二次電池、鉛蓄電池等、種
々の二次電池を用いることができる。
【００３１】
　ＢＭＳ３２は、いわゆるバッテリーマネジメントシステムであり、太陽電池シート３に
よる発電電力の蓄電池Ｂへの充電を制御したり、蓄電池Ｂの電源３３への放電を制御した
り、蓄電池ＢのＳＯＣ（State Of Charge）を検出して制御部２０へ送信したりする。Ｂ
ＭＳ３２は、蓄電池Ｂの残量を検出する残量検出部の一例に相当する。ＳＯＣは、残量の
一例に相当する。なお、残量はＳＯＣ（％）に限られず、例えば残容量（Ａｈ）であって
もよい。
【００３２】
　電源３３は、例えばスイッチング電源回路等の電源回路である。電源３３は、蓄電池Ｂ
の出力電圧を、発光部４の発光用電圧に変換し、スイッチＳＷ０を介して発光部４へ供給
する。また、電源３３は、ＧＰＳ６１、姿勢センサ６２、温度計７１、湿度計７２、風向
計７３、風速計７４、日照計７５、雨量計７６、移動体通信装置８１、無線ＬＡＮ装置８
２、及び中継装置８３の各装置部に対して、蓄電池Ｂの出力電圧を各部の動作用電圧に変
換し、各装置部それぞれに接続されたスイッチＳＷを介してその動作用電圧を供給する。
また、電源３３は、蓄電池Ｂの出力電圧を制御部２０の動作電圧に変換し、制御部２０へ
供給する。
【００３３】
　ＧＰＳ６１、姿勢センサ６２、温度計７１、湿度計７２、風向計７３、風速計７４、日
照計７５、雨量計７６、移動体通信装置８１、無線ＬＡＮ装置８２、及び中継装置８３は
、電気装置の一例に相当する。
【００３４】
　スイッチＳＷ０，ＳＷは、例えば半導体スイッチング素子や、リレー等のスイッチング
素子である。スイッチＳＷ０，ＳＷは、制御部２０からの制御信号に応じてオン、オフす



(6) JP 2021-140921 A 2021.9.16

10

20

30

40

50

る。
【００３５】
　発光部４は、例えばＬＥＤ（Light Emitting Diode）等の発光素子を用いて構成されて
いる。カメラ５は、例えばＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）撮像
素子やＣＣＤ（Charge Coupled Device）撮像素子等を用いて構成されている。カメラ５
は、例えば監視カメラとして用いることができる。
【００３６】
　ＧＰＳ６１は、測位装置の一例に相当し、現在位置の位置座標を取得して制御部２０へ
出力する。姿勢センサ６２は、例えば三軸加速度センサを用いて構成され、照明装置１の
姿勢を示す情報を制御部２０へ出力する。これにより、支柱２が暴風や事故等により傾い
た場合、これを検出することが可能となっている。
【００３７】
　温度計７１、湿度計７２、風向計７３、風速計７４、日照計７５、及び雨量計７６が測
定した気温、湿度、風向、風速、日照量、及び雨量を示す情報は、制御部２０へ出力され
る。
【００３８】
　移動体通信装置８１は、移動体通信事業者を介して移動体通信を行う移動体通信装置で
ある。無線ＬＡＮ装置８２は、例えばＷｉＦｉ（登録商標）（Wireless Fidelity）によ
る無線通信を行う無線通信装置である。無線ＬＡＮ装置８２は、移動体通信とは異なる無
線通信装置の一例に相当する。
【００３９】
　制御部２０は、例えば所定の演算処理を実行するＣＰＵ（Central Processing Unit）
、データを一時的に記憶するＲＡＭ（Random Access Memory）、所定の制御プログラムや
データを記憶するフラッシュメモリ等の不揮発性の記憶装置、及びこれらの周辺回路等に
より構成されている。上述の記憶装置は、記憶部２４としても用いられる。そして、制御
部２０は、例えば上述の記憶装置に記憶された制御プログラムを実行することによって、
発光制御部２１、電力供給制御部２２、及び機能制御部２３として機能する。
【００４０】
　発光制御部２１は、１周期内に５０ｍｓｅｃに満たない期間スイッチＳＷ０をオフさせ
るように、周期的にスイッチＳＷ０をオン、オフさせる。これにより、発光制御部２１は
、蓄電池Ｂに充電された電力に基づいて、１周期内に５０ｍｓｅｃに満たない消灯期間を
含む周期で周期的に発光部４を点滅させる。
【００４１】
　また、発光制御部２１は、消灯期間内に発電量検出部３１によって検出された発電量が
、予め設定された消灯基準値に満たない場合、発光部４の点滅を継続させ、消灯基準値を
超える場合、発光部４の点滅を停止させて発光部４を消灯させる。また、発光制御部２１
は、点滅を停止させて発光部４が消灯している期間内に、発電量検出部３１によって検出
された発電量が、消灯基準値以下の点灯基準値に満たない場合、発光部４の点滅を開始さ
せる。
【００４２】
　図３は、発光部４の点滅周期の一例を示す波形図である。図３に示す例では、点滅周期
は２００ｍｓｅｃ、周波数は５Ｈｚ、デューティ比は２４．５％、１周期内の消灯期間は
４９ｍｓｅｃで５０ｍｓｅｃに満たない時間となっている。
【００４３】
　人間の目の時間分解能は５０ｍｓｅｃ～１００ｍｓｅｃ程度であることが知られている
。従って、１周期内の消灯期間が５０ｍｓｅｃに満たなければ、人間の目では消灯したこ
とが知覚されないので、連続点灯しているように見える。さらに、人間が知覚する心理的
輝度については、同じ心理的輝度を得るのにパルス光の方が、連続光よりも小さい光束で
済むことが知られている（特開２００９－１４６８９３号公報）。
【００４４】
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　従って、１周期内に５０ｍｓｅｃに満たない消灯期間を含む周期で周期的に発光部４を
点滅させることによって、人間の目には連続点灯しているように見え、かつ発光部４によ
る照明に必要な消費電力を低減することが可能となる。
【００４５】
　図４は、発光部４の点滅周波数が１００Ｈｚの場合の一例を示す波形図である。図４に
示す例では、点滅周期は１０ｍｓｅｃ、周波数は１００Ｈｚ、デューティ比は５０％、１
周期内の消灯期間は５ｍｓｅｃで５０ｍｓｅｃに満たない時間となっている。
【００４６】
　人間の目が、点滅に対してちらつきを感じる周波数の限度であるフリッカー融合頻度は
、７０Ｈｚ～１００Ｈｚ程度であることが知られている。従って、発光部４の点滅周波数
を１００Ｈｚとすれば、フリッカー融合頻度の上限値と重なってはいるものの、極めてま
れな感受性の高い人を除けば、ほぼ、ちらつきのない安定した光を出力することが可能と
なる。従って、発光部４の点滅周波数は、１００Ｈｚ以上であることが、より好ましい。
発光部４の点滅周波数を、１００Ｈｚを超える周波数とすれば、フリッカー融合頻度の範
囲と全く重ならないので、さらに好ましい。
【００４７】
　さらに、発光制御部２１は、消灯期間内に発電量検出部によって検出された発電量に基
づいて発光部４の点滅を制御することで、例えば夜暗くなったら発光部４を点滅させ、昼
になって明るくなったら照明を消灯させることができるので、照明装置１を街灯として機
能させることができる。
【００４８】
　もし仮に、発光部４を連続点灯させた場合、発光部４の照射光が太陽電池シート３に当
たって太陽電池シート３が発電する。その結果、太陽電池シート３の発電量が消灯基準値
を超え、発光部４の点滅が停止されて消灯する。消灯すると、太陽電池シート３の発電量
が点灯基準値を下回り、再び点灯か開始される。このように、発光部４を連続点灯させた
場合、周囲環境が暗く、本来、点灯していなければならないときに、不安定に点灯と消灯
とを繰り返すおそれがある。そのため、従来、特許文献１に記載の街灯装置のように、照
明光の当たらない位置に照度センサを設ける必要があった。
【００４９】
　しかしながら、照明装置１は、発光部４を点滅させ、消灯期間内に発電量検出部３１に
よって検出された発電量に基づいて発光部４の点滅を制御することによって、発光部４の
照射光による誤動作が生じない。従って、照明制御用の照度センサが不要となり、コスト
を低減することが容易となる。
【００５０】
　機能制御部２３は、上述の各電気装置の動作を制御する。例えば、機能制御部２３は、
姿勢センサ６２で検出された、照明装置１の姿勢を示す情報を、移動体通信装置８１及び
／又は無線ＬＡＮ装置８２によって、無線通信で外部へ送信する。これにより、支柱２が
暴風や事故等により傾いた場合、これを照明装置１の管理者に知らせることができるので
、照明装置１を修理する等、保守管理することが容易となる。
【００５１】
　また、機能制御部２３は、例えば、カメラ５で撮影された画像を、移動体通信装置８１
及び／又は無線ＬＡＮ装置８２によって、無線通信で外部へ送信する。これにより、離れ
た所からカメラ５の映像を監視することが可能となる。
【００５２】
　また、機能制御部２３は、気象観測ユニット７で観測された、気温、湿度、風向、風速
、日照量、及び雨量の情報を、移動体通信装置８１及び／又は無線ＬＡＮ装置８２によっ
て、無線通信で外部へ送信する。これにより、自然災害の監視を行ったり、農業作物の栽
培環境を監視したりすることが容易となる。
【００５３】
　また、機能制御部２３は、太陽電池シート３の発電量や、蓄電池Ｂの残量等、照明装置
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１の動作状態に関する情報を、移動体通信装置８１及び／又は無線ＬＡＮ装置８２によっ
て、無線通信で外部へ情報を送信する。これにより、外部から照明装置１の状態を確認す
ることが容易になる。
【００５４】
　また、機能制御部２３は、移動体通信装置８１及び／又は無線ＬＡＮ装置８２によって
、無線通信で外部へ情報を送信する際に、ＧＰＳ６１で測位された位置情報を付加する。
これにより、情報が得られた場所を特定することができるので、情報活用の利便性が向上
する。
【００５５】
　中継装置８３は、移動体通信装置８１と無線ＬＡＮ装置８２との間で通信を中継するい
わゆる中継装置である。これにより、照明装置１を、ＷｉＦｉ（登録商標）等のアクセス
ポイントとして用いることが可能となる。そして、ユーザが、ＷｉＦｉ（登録商標）等の
無線端末装置を用いて、移動体通信装置８１を介してインターネット等の広域通信網にア
クセスすることができるので、ユーザの利便性が向上する。
【００５６】
　図５は、記憶部２４に記憶された残量値テーブルの一例を示す説明図である。図５に示
す基準値テーブルＴは、発光部４、カメラ５、移動体通信装置８１、無線ＬＡＮ装置８２
、中継装置８３、温度計７１、湿度計７２、風向計７３、風速計７４、日照計７５、雨量
計７６、ＧＰＳ６１、及び姿勢センサ６２の各装置部に対して、ＳＯＣ（％）で表された
残量基準値をそれぞれ対応付けるルックアップテーブルである。
【００５７】
　電力供給制御部２２は、基準値テーブルＴを参照し、ＢＭＳ３２によって検出された蓄
電池ＢのＳＯＣが、基準値テーブルＴの残量基準値のいずれかに満たないとき、その残量
基準値に対応付けられた装置部に繋がるスイッチＳＷ０，ＳＷをオフさせることによって
、電力の供給を強制的に停止させる。スイッチＳＷ０に対する制御は、発光制御部２１よ
りも電力供給制御部２２が優先される。
【００５８】
　また、電力供給制御部２２は、移動体通信装置８１又は無線ＬＡＮ装置８２によって、
ユーザから受信された残量基準値を、記憶部２４の基準値テーブルＴに記憶させる。これ
により、ユーザは、各装置部の残量基準値を、自由に設定、変更可能とされている。
【００５９】
　例えば図５に示す例では、比較的重要度の低いＧＰＳ６１と姿勢センサ６２の残量基準
値が４０％となっており、蓄電池Ｂの残量が少なくなると、最初にＧＰＳ６１と姿勢セン
サ６２への電力供給が停止される。これにより、重要度の低い装置部を停止させて消費電
力を低下させ、他の装置部の動作時間を延ばすことができる。
【００６０】
　また、街灯等の照明として用いられる発光部４や、監視カメラとして用いられるカメラ
５等、重要度の高い装置部の残量基準値は１０％となっており、蓄電池Ｂの残量が残り少
なくなるぎりぎりまで、発光部４とカメラ５への電力供給が継続される。
【００６１】
　さらに、暴風雨などの自然災害の監視に用いられる風速計７４、雨量計７６、及びこれ
らのデータを送信する移動体通信装置８１の残量基準値は０％となっており、蓄電池Ｂの
残量が０になるまで動作が維持される。
【００６２】
　このように、電力供給制御部２２及び基準値テーブルＴによれば、各装置部の優先順位
に応じて、蓄電池Ｂからの電力を供給することができる。
【００６３】
　なお、図５に示す基準値テーブルＴは、一例であって、所望の残量基準値を適宜設定す
ればよい。
【００６４】
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　また、電気装置は、カメラ５、温度計７１、湿度計７２、風向計７３、風速計７４、日
照計７５、雨量計７６、ＧＰＳ６１、姿勢センサ６２、移動体通信装置８１、無線ＬＡＮ
装置８２、及び中継装置８３に限られず、これらのうち少なくとも一つであってもよく、
これらとは異なる装置であってもよい。例えばデジタルサイネージに用いられるディスプ
レイパネル等の表示装置を電気装置として備えてもよい。あるいは、これら電気装置を備
えていなくてもよい。
【００６５】
　また、電力供給制御部２２及びスイッチＳＷを備えていなくてもよく、残量検出部を備
えていなくてもよい。
【符号の説明】
【００６６】
１    照明装置（太陽電池照明システム）
２    支柱
３    太陽電池シート（太陽電池）
４    発光部
５    カメラ
６    機器ユニット
７    気象観測ユニット
８    無線通信ユニット
９    脚部
１０  先端カバー
１１  取付部
１２  開口部
１３  蓋体
２０  制御部
２１  発光制御部
２２  電力供給制御部
２３  機能制御部
２４  記憶部
３１  発電量検出部
３２  ＢＭＳ（残量検出部）
３３  電源
６１  ＧＰＳ（測位装置）
６２  姿勢センサ
７１  温度計
７２  湿度計
７３  風向計
７４  風速計
７５  日照計
７６  雨量計
８１  移動体通信装置
８２  無線ＬＡＮ装置
８３  中継装置
Ｂ    蓄電池
ＳＷ  スイッチ
ＳＷ０      スイッチ
Ｔ    基準値テーブル
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